
物質・材料研究機構

※ご注意・・・ページ設定の数値は変更しないでください！ B1サイズ原寸（728mm × 1030mm）で作成します。
・・・スライドマスタ上の枠線は削除しないでください！

研究の概要

高強度光源の普及に伴い安全管理を

 

容易にするデバイスが求められている。

 

表題のデバイスを光ファイバ回線中に

 

作製する技術を紹介する。低軟化点ガ

 

ラスを介して融着したシリカガラス製ファ

 

イバに炭素含有被覆を施す単純な構造

 

で実現でき、既存の金属薄膜挿入型光

 

ヒューズに比べ、切断閾値を高く設定で

 

きる（２Ｗ以上）。

光ヒューズ

 

－過剰光を自律的に

 

遮断する安全デバイス－
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